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渥美達也、桑名正隆、武井修治、田村直人、針谷正祥、藤井隆夫、松野博明、桃原茂樹、山本一彦、遠藤穣、小久保毅、杉山直伸、廣瀬智弘、森嶋洋輔、吉井則敏、三森経
世：日本人関節リウマチ患者を対象としたトファニチブ市販後調査における安全性中間解析結果．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4
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田村直人：全身性エリテマトーデスの病態と治療up-to-date．第54回九州リウマチ学会　モーニング教育講演1，北九州国際会議場，福岡，2017
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遠藤由佳梨、今高之、石山健太郎、安藤誠一郎、安倍能之、河野晋也、安東泰希、多田久里守、山路健、田村直人：メトトレキサート関連リンパ増殖性疾患により腸管穿孔を
来した関節リウマチ．第630回日本内科学会関東地方会、東京国際フォーラム、東京、2017年2月11日

板倉正典、 野崎舞、 石山健太郎、 仲野総一郎、 草生真規雄、 多田久里守、 山路健、 田村直人、 高崎芳成：血漿交換後に輸血関連肺障害を来した皮膚筋炎の1例．第630
回日本内科学会関東地方会、東京国際フォーラム、東京、2017年2月11日

田村直人、多田久里守：診療科連携による脊椎関節炎のマネージメント 全身性疾患としての脊椎関節炎．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，2017年4月20-22日（プロ

グラム・抄録集 61）

今高之、松下雅和、建部一夫、山路健、田村直人：MCTD・重複症候群/強皮症 全身性強皮症における偽性腸閉塞と予後に関する検討．第61回日本リウマチ学会総会・学術

集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集527）

田村直人、多田久里守：全身性疾患としての脊椎関節炎．シンポジウム10　診療科連携による脊椎関節炎のマネージメント．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡，

2017

全著者名、タイトル、雑誌名、掲載年；巻（号）：ページ番号

発表者名、発表タイトル（題目・演題・課題等）、学会名、場所、発表年月日等

多田久里守、小笠原倫大、山路健、田村直人：関節症状が先行した乾癬性関節炎の一例．東京内科医学会会誌、2017；32:205-209

田村直人（監修）：Rheumatology gram．Newsletter 4, 2017
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松岡遊貴、松下雅和、川口寛裕、仲野総一郎、多田久里守、山路健、田村直人、髙崎芳成：複数の要因が関与したと思われる肺高血圧症の1症例．第61回日本リウマチ学会

総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集703）

安東泰希、安倍能之、今高之、河野晋也、遠藤由佳梨、多田久里守、草生真規雄、関谷文男、根本卓也、山路健、田村直人：単純血漿交換療法が有効と考えられた抗MDA5
抗体陽性皮膚筋炎に伴う急速進行性間質性肺炎の一例．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集754）

安倍能之、仲野総一郎、多田久里守、山路健、田村直人：当院における抗MDA5抗体陽性患者の臨床的特徴．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，

福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集754）

松下靖志、鈴木智、原田茉莉子、田中丸真由子、浅井悠貴、中嶋志穂子、安藤誠一郎、名切裕、山路健、田村直人：急速な嚥下障害をきたした抗SRP抗体陽性の多発性筋炎

の一例．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集757）

杉崎良親、田村直人、安倍能之、小笠原倫大、松平蘭、多田久里守、山路健、髙崎芳成：当院関節リウマチ患者におけるゴリムマブの有効性と治療効果予測因子の検討．第
61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集660）

仲野総一郎、石部祐介、渡邉崇、石山健太郎、山路健、田村直人：治療抵抗性の蝶形紅斑、脱毛症にヒドロキシクロロキンが奏功した全身性エリテマトーデスの一例．第61回
日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集705）

鈴木智、松下靖志、秋山志津香、中嶋志穂子、安藤誠一郎、名切裕、山路健、田村直人：HLA-B39・B54陽性で非典型的な皮疹を呈したベーチェット病の1例．第61回日本リ

ウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集695）

根本卓也、石山健太郎、草生真規雄、関谷文男、山路健、田村直人：サイトメガロウイルス感染を合併し、診断に苦慮した成人スティル病の1例．第61回日本リウマチ学会総

会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集698）

河本敏夫、仲野総一郎、鈴木智、金井美紀、山中健次郎、田村直人：慢性B型肝炎、肝細胞癌にキャッスルマン病の併発が疑われ、トシリズマブが著効した一例．第61回日本

リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集703）

村山豪、千葉麻子、天野浩文、山路健、田村直人、三宅幸子：SLE・抗リン脂質抗体症候群 ループスモデルにおけるMAIT細胞に関する解析．第61回日本リウマチ学会総

会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集604）

津島浩、森本真司、藤城真樹、芳田祐子、早川国宏、平井琢也、宮下知子、池田圭吾、山路健、髙崎芳成、関川巌、田村直人：関節リウマチにおけるIGF-1受容体チロシンキ

ナーゼ阻害の検討．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集714）

林絵利、千葉麻子、多田久里守、山路健、田村直人、三宅幸子：強直性脊椎炎におけるMAIT細胞の関与について．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議

場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集717）

松平蘭、小笠原倫大、山路健、田村直人：トリシズマブ治療が奏功し寛解中止後drug free寛解を維持している心臓ペースメーカー植え込み術施行・非早期関節リウマチ患者

の一例．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集730）

塚原隆伊、野﨑舞、松岡遊貴、板倉正典、仲野総一郎、多田久里守、山路健、田村直人：両側腎漿膜炎を伴った全身性エリテマトーデスの一例．第61回日本リウマチ学会総

会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集742）

天野浩文、林青順、河野晋也、山路健、田村直人、広瀬幸子：リウマチ性疾患の動物モデルSlam遺伝子異常マウスにおける末梢血中の単球増加とYaa遺伝子異変による自

己免疫疾患の病態変化．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集575）
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岡田隆、牧山彩子、塚原隆伊、丹治佳菜、小田啓介、片桐彰、山路健、田村直人：右総頸動脈瘤・閉塞で発症後、左総頸動脈瘤で再燃しトシリズマブ療法が奏効した高安動脈
炎の1例．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集831）

丹治佳菜、牧山彩子、岡田隆、片桐彰、田村直人：メトトレキサート内服中に多臓器不全を来した一例．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，

2017年4月20-22日（プログラム・抄録集849）

箕輪健太郎、林絵利、梁広石、津田裕士、山路健、田村直人：ステロイド加療開始後に強皮症腎・血栓性微小血管障害を併発し、リツキシマブが奏効した顕微鏡的多発血管炎
合併強皮症の1症例．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集765）

河本敏雄、小笠原倫大、仲野総一郎、松下雅和、山中健次郎、山路健、田村直人：側頭動脈炎の診断における頭部造影3DCTの有用性に関しての考察．第32回日本臨床リ

ウマチ学会，神戸ポートピアホテル，兵庫，2017年12月2-3日（プログラム・抄録集　223）

西卓也、小笠原倫大、多田久里守、松木祐子、河本敏雄、山路健、田村直人：バイト離脱後に皮膚症状所見し乾癬性関節炎と確定しえた一例．第32回日本臨床リウマチ学

会，神戸ポートピアホテル，兵庫，2017年12月2-3日（プログラム・抄録集　219）

草生真規雄、石部祐介、塚原隆伊、村山豪、北垣内みえ、午来美沙、天野里沙、根本卓也、河本敏夫、今高之、関谷文男、小笠原倫大、建部一夫、山路健、田村直人：全身性
エリテマトーデス患者から分離された血漿中circulating microRNA発現の血漿吸着膜を通過することによる変化．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議

場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集810）

安藤誠一郎、牧山彩子、今高之、多田久里守、山路健、田村直人：滑車神経麻痺を併発した結節性多発動脈炎の一例．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際

会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集763）

牧山彩子、岡田隆、丹治佳菜、片桐彰、田村直人：当科における過去10年間のニューモシスチス肺炎（PCP）の発生状況．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際

会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集765）

多田久里守、井上久、小林茂人、山路健、田村直人：強直性脊椎炎に対するアダリムマブの長期有効性の検討．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，

福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集811）

平井琢也、池田圭吾、津島浩、藤城真樹、早川国宏、芳田祐子、森本真司、山路健、髙崎芳成、田村直人、関川巌：多発性筋炎・皮膚筋炎患者血漿中の治療による
microRNAの変動．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集829）

岡田隆、牧山彩子、丹治佳菜、片桐彰、山路健、田村直人：当院における高安動脈炎の臨床的特徴の解析．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福

岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集831）

草生真規雄、山路健、田村直人：Lupus vasculitis、Rheumatoid vasculitisに対するアフェレシス．第38回日本アフェレシス学会学術大会、東京ディズニーシー・ホテルミラコ

スタ、千葉、2017年10月19-21日（日本アフェレシス学会雑誌 36:14）

野澤和久、土江健太郎、魚森香織、山路健、田村直人、髙崎芳成：SLE患者特異的に認められるribonuclease H2に対する新規自己抗体についての解析．第61回日本リウ

マチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集784）(日本臨床免疫学会会誌 40: 299)

小笠原倫大、箕輪健太郎、松木祐子、午来美沙、山田祐介、安藤誠一郎、仲野総一郎、山路健、田村直人：生物学製剤投与下の関節リウマチにおける関節超音波検査と診
察所見の構造的損傷予測能の比較．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集789）

山田祐介、小笠原倫大、山路健、田村直人、髙崎芳成：RAにおける生物学的製剤休薬可否判定に関節エコーを用いた検討．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会，福岡

国際会議場，福岡，2017年4月20-22日（プログラム・抄録集791）
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区分 番号 国際共同

特別講演・
招待講演

1

特別講演・
招待講演

2

小笠原倫大、石部祐介、塚原隆伊、村山豪、根本卓也、今高之、草生真規雄、建部一夫、山路健、田村直人：SLEに対するアフェレシス療法．第38回日本アフェレシス学会学

術大会、東京ディズニーシー・ホテルミラコスタ、千葉、2017年10月19-21日（日本アフェレシス学会雑誌 36:29）

今高之、安東泰希、塚原隆伊、石部祐介、杉崎良親、村山豪、根本卓也、草生真規雄、小笠原倫大、建部一夫、山路健、田村直人：単純血漿交換療法が急速進行性間質性
肺炎に有効であった抗MDA-5抗体陽性皮膚筋炎の一例．第38回日本アフェレシス学会学術大会、東京ディズニーシー・ホテルミラコスタ、千葉、2017年10月19-21日（日本ア

フェレシス学会雑誌 36:148）

山田祐介、 安田勝彦、 石原義恕、 勝部定信、 髙崎芳成、 歯性感染症から顔面膨張を来たしたRA患者２例、 第61回日本リウマチ学会総会・学術集会、 福岡国際会議場、

福岡、 2017年4月20日-22日

髙崎芳成（座長）、特別企画シンポジウム１、 日本リウマチ学会・難治性血管炎に関する調査研究班合同シンポジウム-血管炎治療のガイドラインを考える-,第61回日本リウマ

チ学会総会・学術集会、 福岡国際会議場、福岡、2017年4月20日-22日

 根本卓也、野﨑舞、塚原隆伊、石部祐介、村山豪、杉崎良親、草生真規雄、関谷文男、今高之、小笠原倫大、建部一夫、山路健、津田裕士、田村直人： 輸血関連急性肺障害

を来したと考えられた皮膚筋炎の1例．第38回日本アフェレシス学会学術大会、東京ディズニーシー・ホテルミラコスタ、千葉、2017年10月19-21日（日本アフェレシス学会雑誌

36:148）

発表者名、演題、学会名、場所、発表年月日等

岸本 暢将, 小林 茂人, 冨田 哲也：乾癬性関節炎のトピックス. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 61回 Page883  、2017年4.20日-22日

谷口 義典, 小林 茂人, 西川 浩文, 青山 夏希, 中山 修一, 井上 紘輔, 寺田 典生： 仙腸関節炎の進行予測因子としてのMRIにおける脂肪異形成所見　強直性脊椎炎2例の検

討より.日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 61回 Page810 、2017年4.20日-22日

藤元 昭一, 小林 茂人, 古田 俊介, 鈴木 和男：血管炎の病態と治療 血管炎の国際疫学　ANCA関連血管炎を中心に. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 61
回 Page223 、2017年4.20日-22日

小林 茂人：大型血管炎 Overview. 脈管学 (0387-1126)57巻2号 Page23.

田村直人：抗TNF抗体製剤を有効かつ安全に使用するために．特別講演、J Uveitis・Rheumatology Association –JURA-、帝国ホテル「錦の間」、東京、2017

石部祐介、草生真規雄、村山豪、根本卓也、今高之、小笠原倫大、建部一夫、津田裕士、山路健、田村直人：身性エリテマトーデスにおけるcirculating microRNAは血漿吸

着膜通過による発現変化の影響は少ない．第38回日本アフェレシス学会学術大会、東京ディズニーシー・ホテルミラコスタ、千葉、2017年10月19-21日（日本アフェレシス学会

雑誌 36:150）

山路 健：アフェレシスUPDATE－膠原病・リウマチ性疾患に対する治療を中心に－北大阪アフェレシス研究会, ブリーゼプラザ, 大阪, 2017年6月21日

山路 健：シンポジウム（薬疹）－薬疹とアフェレシス療法－第47回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総会学術大会, かごしま県民交流センター, 鹿児島, 2017年12月10日

田村直人：高齢者関節リウマチの特徴とマネージメント. 第7回病院薬剤師のための臨床医学セミナー，経団連会館経団連ホール，東京，2017
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田村直人：関節炎治療におけるTNF阻害薬選択について．特別講演、第11回SRJミーティング、ホテルメルパルク長野「瑞宝」、長野、2017

田村直人：関節リウマチ診療におけるTNF阻害薬について．特別講演、第12回群馬腎臓リウマチセミナー、群馬ロイヤルホテル「ガーデニア」、群馬、2017

田村直人：RAにおける分子標的治療 up-to-date．特別講演、第28回南総リウマチ研究会、亀戸総合病院ホライゾンホール、東京、2017

田村直人：抗TNF抗体製剤を有効かつ安全に使用するために．特別講演、Biologics Expert Meeting．東京ガーデンパレスホテル「平安」、東京、2017

田村直人：高齢化時代の関節リウマチ診療．特別講演、多摩リウマチマネージメントセミナー、吉祥寺東急REIホテル3階コニファーB、東京、2017

田村直人：シェーグレン症候群の診断とマネージメント．特別講演、シェーグレン症候群臨床セミナー．ホテルグランピア広島、広島、2017

田村直人：全身性血管炎の診断と治療の実態．特別講演、湾岸血管炎セミナー、聖路加国際病院　トイスラホール、東京、2017

田村直人：関節リウマチにおける自己抗体の臨床的意義．特別講演、リウマチ治療セミナーin NAGASAKI、ザ・ホテル長崎BWプレミアコレクション、長崎、2017

田村直人：脊椎関節炎の診断と治療～up to date～．特別講演、第5回HORSE　MEETING、ホテル日航熊本「Sora」、熊本、2017

田村直人：脊椎関節炎に関する最近の話題．特別講演、第12回水戸日立リウマチフォーラム、ホテル・ザ・ウエストヒルズ水戸「桜」、茨城、2017

田村直人：関節炎治療におけるTNF阻害薬について．特別講演、第30回リウマチ薬物治療研究会、京成ホテルミラマーレ「ローズルーム」、千葉、2017

田村直人：リウマチ性疾患の難治性病態について（仮）．特別講演、文京Rheumatologist Forum、東京ドームホテル、東京、2017

田村直人：PsAの病態と治療：RAとの相違に関する最近の知見．特別講演、横須賀乾癬性関節炎講演会、セントラルホテル5F「サフィア」、神奈川、2017

田村直人：高齢化時代の関節リウマチ診療．特別講演、Golimumab Interactive Meeting in Niigata 2017、ホテルオークラ新潟、新潟、2017

田村直人：関節リウマチ治療におけるゼルヤンツの有効性と安全性　up-to-date．特別講演、第24回桜リウマチ研究会、ステーションコンファレンス池袋「Room1」、東京、

2017
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区分 番号 国際共同

その他
（広報活動を含

む）
1

その他
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む）
2
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3
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7 〇

その他
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8

田村直人：脊椎関節炎の進行抑制に関する最新の知見．京都整形外科医会　学術講演会報告　第89号：17、2017年

発表者名・著者名、活動内容・タイトル等、掲載・発表情報等

田村直人：医学講座　炎症性腰痛とは？（企画　日本医師会）、ラジオNIKKEI、2017年9月12日放送

田村直人：膠原病・リウマチ～膠原病・リウマチをより深く理解するために～．難病医療講演会、東京都庁第一本庁舎5階大会議場、東京、2017年12月23日

田村直人：関節リウマチ（治療）．医学情報番組「杏林シンポジア」、ラジオNIKKEI、2017年12月25日放送

Ken Yamaji. Apheresis in collagen disease–the Japanese perspective. Exchange Opinion on How to Reimburse Therapeutic Plasmapheresis in Thailand.
Charoennakorn Room, Anantara Riverside Hotel, Bangkok.  December 6, 2017

小林 茂人.大型血管炎 Overview. 脈管学、57巻2号 Page23.東邦大学医療センター大橋病院、東京、2017

小林茂人：扁桃炎に伴う反応性関節炎について　Reactive arthritis induced by tosillopharyngitis．第６回東北小児膠原病研究会、TKPカンファレンスセンター４F ホール

４A、東京、2017

小林茂人：強直性脊椎炎と乾癬性関節炎について、強直性脊椎炎と乾癬性関節炎について．宮崎観光ホテル 西館10階 スカイホール、宮崎、2017

小林茂人：ベーチェット病の理解～病気と上手に付き合うために．難病医療講演会、越谷保健所 2階 大会議室、埼玉、2017

小林茂人：関節リウマチの診断と治療．越谷市医師会学術講演会、ヴェルヴィギャザホール３Ｆ モデルノ、埼玉、2017

小林茂人、木田一成、田村直人：乾癬性関節炎について～関節リウマチとの異同も含めて～RA Small Group Meeting、東武宇都宮ホテルグランデ、栃木、2017年8月30日

小林茂人：脊椎関節炎（SpA)と腸疾患について、ステラーラ　Crohn’s　Disease　適応追加記念講演会、埼玉、2017年7月14日

Kobayashi S, KHK4827 (Brodalumab) Taiwan Investigator Meetingfor 4826-006 Study Grand View Resort Beitou 北投麗禧酒店 May 26-27,2017

小林茂人：体軸性脊椎関節炎：Axial SpA(AS, nr-axSpA)ガイドライン（診療の手引き）の検討会：検討事項と私案、大阪、ホテルニューオーオタニ大阪 デネブ I 2階、2017年
6月10日
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13
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（広報活動を含
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小林茂人：脊椎関節炎の疫学調査・診断基準作成と診療ガイドライン策定を目指した大規模多施設研究班 、大阪大学 医学・工研究科 東京ブランチ 912会議室、2017年6月1
日

小林茂人：脊椎関節炎の最近の話題　らくちん、2017年12月8日

小林茂人：リウマチ性疾患に対する生物学的製剤の治療の実際：その印象と課題　関節リウマチ、ベーチェット病のぶどう膜炎、強直性脊椎炎、乾癬性関節炎、若年性特発性
関節炎の成人例　などについて、講師招聘勉強会、田辺三菱製薬株式会社　埼玉支店　北会議室、埼玉、2017年9月28日

小林茂人：多発関節炎の２症例を考える　田辺三菱製薬株式会社社内研修会、田辺三菱製薬埼玉支社、埼玉、2017年9月27日

小林茂人：関節リウマチの診断と治療に関する基礎講座：＜特に、生物学的治療薬のお話し＞ブリストルマイヤーズスクイブ株式会社　大宮オフィス、埼玉、2017年4月4日

小林茂人：リウマチ医（内科）から診た Psoriatic arthritis、乾癬地域医療連携の会 in さいたま、大宮ソニックシティ ９階 905会議室、埼玉、2017年4月27日


